
・妙高大橋は昭和４７年に建設された橋で、建設から約５０年が経過しています。平成
２１年に橋梁上面からの侵入した水が原因で、ＰＣケーブルの腐食が発見されました。

・そこで平成２４年度より妙高大橋を新橋に架け替える事業に着手し、工事を進め
てきましたが、新橋を含むバイパスが令和３年８月３日（火）に開通しました。

＜新橋の開通の記者発表はこちら＞

https://www.hrr.mlit.go.jp/takada/wp-content/uploads/2021/07/210727_myoukouoohasikoutuukirikae.pdf

・旧橋は撤去を予定していますが、これだけ規模の大きい撤去工事はこれまで実績が
無く、高い技術力を必要とすることや、標準的な撤去方法や基準が存在していません。

・そこで、上部工の撤去工事について、設計段階から施工者の技術力とノウハウを投
入し、確実な撤去工事と建設コストの縮減、工期短縮が図れるＥＣＩ方式（技術協力・
施工タイプ）による契約を行い検討を進め、工事を発注しました。

新しく開通した妙高大橋と旧橋

至 長野市

至 上越市

旧橋

（ECI対象橋梁）

新橋

【旧妙高大橋の諸元】
橋長：３００ｍ
幅員：９ｍ（車道７.５ｍ 歩道１.５ｍ）
上部工形式：ＰＣ４径間連続箱桁

（ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾌﾞﾛｯｸ N=99）

◆旧妙高大橋のＥＣＩ方式による上部撤去工事について

⾄ ⻑野市

⾄ 上越市

※ＥＣＩ：Ｅａｒｌｙ Ｃｏｎｔｒａｃｔｏｒ Ｉｎｖｏｌｖｅｍｅｎｔ



◆ＥＣＩ（技術協力・施工タイプ）

・上部工撤去工事

・技術提案・交渉方式とは、現場条件等が特殊で当該工事の仕様の確定が困難で
ある場合に技術提案を公募の上、その審査結果を踏まえて選定した者（優先交渉
権者）と工法、価格等の交渉を行うことにより仕様を確定して契約する方式です。

・この方式のうち、今回採用したECI方式（技術協力・施工タイプ）は、優先交渉権者
（施工者）と技術協力業務の契約を締結し、別途発注する設計業務に技術協力業
務の提案内容を反映させながら、工法・価格等の交渉を行い、交渉が成立した場合
に施工の契約を締結します。

:  妙高大橋上部撤去工事
:  鹿島建設(株)北陸支店
:  新潟県妙高市二俣～坂口新田地先
:  令和４年９月９日～令和６年１０月３１日
:   ２,４８９,８５０,０００円

工 事 名
受 注 者
工事場所
工 期

契約金額

: 妙高大橋上部撤去工事にかかる技術協力業務
: 鹿島建設(株)北陸支店
:  令和３年９月７日～令和４年５月２７日

業 務 名
受 注 者
工 期

・技術協力業務

: 令和３年度妙高大橋撤去修正業務
: 大日本コンサルタント(株)
：令和３年４月１６日～令和４年８月３１日

業 務 名
受 注 者
工 期

・設計業務

<旧妙高大橋上部工撤去(ＥＣＩ方式)スケジュール>


